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大
賞　
工
芸　
中
村　
一
姫

①
書
　
末
光
　
ハ
マ
子（
旦
空
）

②
書
　
江
本
　
多
佳
子（
和
泉
）	

③
書
　
佐
々
木
　
美
代
子（
桂
扇
）	

⑦
書
　
岡
林
　
ヒ
サ
子（
清
風
）

①
洋
画
　
石
井
　
直
美

②
洋
画
　
渡
辺
　
景
子

③
洋
画
　
井
上
　
博
富

④
洋
画
　
鬼
頭
　
征
一

⑤
洋
画
　
松
本
　
明
子

●
美
術
部
門

▲

大
賞　

工
芸　

中
村　

一
姫

　
【
舟
形
画
研
】

　
舟
形
の
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
形
、
底
の

わ
ず
か
に
浮
い
た
姿
、
一
切
の
無
駄
を

省
い
た
形
に
は
心
を
研
ぎ
す
ま
す
も
の

を
感
じ
ま
す
。

　
芸
術
の
秋
恒
例
の
市
芸
術
文
化
祭
。

平
成
２６
年
度
は
、
美
術
部
門
に
４２３
点
、

文
芸
部
門
に
２１７
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し

た
。
市
芸
術
文
化
祭
の
各
部
門
入
賞
者

と
、
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
の
受
賞
者

を
紹
介
し
ま
す
。

下
関
市
芸
術
文
化
祭
美
術
・
文
芸
部
門
受
賞
者

各
部
門
の
入
賞
者（
敬
称
略
）を
紹
介
し
ま
す
。

※
各
賞
の
内
訳　
①
市
長
賞
、
②
市
議
会
議
長
賞
、
③
教
育
長
賞
、
④
市
文
化
協

会
長
賞
、
⑤
菊
川
文
化
協
会
長
賞
、
⑥
豊
田
文
化
協
会
長
賞
、
⑦
豊
浦
文
化
協
会

長
賞
、
⑧
豊
北
文
化
協
会
長
賞
、
⑨
文
化
連
合
会
長
賞

第
１
部

第
２
部

▲市長賞　洋画　石井　直美【うつろいゆく時】
　とび抜けた写実力が圧倒的な迫力を持っています。水の
透明感や水面に映えた光のきらめきなど、形を持たないも
のに心ひかれた作者の想いと表現力とが見事に一致した作
品となっています。

▲

市
長
賞　
書　
末
光　
ハ
マ
子（
旦
空
）　
【
王
維
詩
】

　
書
は
、
白
と
黒
が
織
り
な
す
瞬
間
の
芸
術
で
あ
り
、
線
の
芸
術
だ
と

言
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
作
品
は
線
の
充
実
感
と
余
白
の
効
い
た
明
る
い

作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
写
真
　
富
山
　
幸
恵

②
工
芸
　
加
藤
　
邦
彦

③
写
真
　
津
志
　
佳
秀

⑥
写
真
　
植
田
　
三
男

⑧
工
芸
　
片
山
　
瑠
璃
子

第
３
部

▲

市
長
賞　
写
真　
富
山　
幸
恵

　
【
無
心
に
】

　
子
ど
も
と
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
い
う
、
誰
も
が

思
い
当
た
る
日
常
の
風
景
で
す
が
、
そ
の
中

に
何
か
し
み
じ
み
と
し
た
懐
か
し
い
癒
し
の

よ
う
な
空
間
が
あ
り
、
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る

作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■問
市
民
文
化
課（
☎
２３１-

１
８
３
０
）
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●
音
楽
部
門　

　
　
　
　
合
唱
指
導

大
賞　
短
歌　
大
井　
文
子

福
田　
滉
介

●
文
芸
部
門

①
俳
句　
髙
田　
民
子

③
短
歌　
福
田　
か
つ
子

②
俳
句　
田
村　
晋

⑨
俳
句　
岡
本　
恒
子

天
高
し
フ
ェ
リ
ー
つ
ぎ
つ
ぎ
車
体
吐
く

天
領
の
街
を
あ
げ
て
の
飾
雛

音
も
な
く
降
り
し
狐
の
嫁
入
り
に

泥
の
に
ほ
ひ
が
生
臭
く
立
つ

戦
知
る
人
の
減
り
ゆ
く
終
戦
日

藤
坂　
昂
星

山
本　
ひ
な
た

小
・
中
学
生
川
柳

優
秀
賞

●
美
術
部
門　
書
道

永
島　
和
子
さ
ん

内
田　
一
成
さ
ん

風
ま
か
せ
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
海
の
旅

魚
た
ち
海
の
中
か
ら
月
を
見
る

青
い
海
友
と
遊
ん
で
日
焼
け
す
る

芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞

受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
と
は
、

芸
術
文
化
の
分
野
で
高
い
水
準
の

創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
市
内
在

住
の
将
来
性
あ
る
個
人
、
団
体
に

授
与
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
３

人
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
活
動
、
若
手
育
成
の
た
め
に
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
で
は
、

基
本
的
な
部
分
で
あ
る
言
葉
遣
い

や
あ
い
さ
つ
、
行
儀
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。   

   

今
後
も
、
新
し
い
作
品
を
生
み

出
し
て
、
皆
さ
ん
に
本
物
の
舞
踊

を
見
せ
、
そ
こ
で
味
わ
え
る
感
動

と
感
激
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
卒
業

後
は
、
大
分
県
で
高
校
教
師
と
し

て
書
道
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
高
齢
者
福
祉
施
設
に
勤
務
し

な
が
ら
、
書
道
の
楽
し
さ
、
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
書
道

は
何
歳
か
ら
で
も
始
め
る
こ
と
が

で
き
、
生
涯
通
し
て
で
き
る
も
の

で
す
。

　
下
関
に
は
、
た
く
さ
ん
良
い
も

の
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
文
化
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
書
道
を
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
う
と
と
も
に
、
書
道
を
通
じ
て

人
生
の
豊
か
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
芸
能
部
門　
舞
踊

（
渡
邊　
雅
江
さ
ん
）

　
母
で
あ
る
花
柳
三
吉
師
匠
の
指

導
の
も
と
、
２
歳
か
ら
舞
踊
の
稽

古
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｏ
モ
ダ

ン
・
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
の
代
表
と

し
て
、
バ
レ
エ
と
日
本
舞
踊
の
融

合
作
品
の
振
り
付
け
や
ソ
プ
ラ
ノ
、

ギ
タ
ー
と
の
融
合
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
の
振
付
や
創

花
柳
あ
や
舞
さ
ん

　
大
学
の
特
別
音
楽
課
程
で
声
楽

を
学
び
、
卒
業
後
に
小
学
校
の
教

員
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
下
関
に

赴
任
し
た
際
に
、
合
唱
の
指
導
を

　
幼
少
の
頃
に
書
道
を
始
め
、
本

格
的
に
始
め
た
の
は
、
大
学
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
合
唱

部
が
な
い
学
校
で
は
一
か
ら
合
唱

部
を
作
り
、
コ
ツ
コ
ツ
と
練
習
を

重
ね
、
地
域
に
子
ど
も
た
ち
の
歌

声
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
自
分
自

身
、
声
帯
を
傷
め
て
し
ま
い
歌
声

が
出
に
く
く
な
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
優
し
い
歌
声
を
一
人

で
も
多
く
の
人
た
ち
に
届
け
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
合
唱
部
の
指
導

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
子

ど
も
た
ち
の
優
し
い
歌
声
を
届
け

て
い
き
た
い
で
す
。

角
倉
小
学
校
５
年

角
倉
小
学
校
５
年

角
倉
小
学
校
５
年

　
大
賞
は
、
花
と
人
と
の
心
の
交
歓
が

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
明
る
く
詠
ま
れ
た
楽
し

い
作
品
で
す
。

ふ
ふ
ふ
ふ
と
咲
く
鳳
仙
花
朱
の
花
は

見
つ
む
る
わ
れ
に
ほ
ほ
え
み
く
る
る


